
人口減少対策の基本的な方向性 

具体なプロジェクト 

新しいしごと・雇用創出 
プロジェクト 

結婚・出産・子育て応援 
プロジェクト 

ふるさとへの愛着と誇り醸成 
プロジェクト 

元気な市民の生涯活躍 
プロジェクト 

ともに紡ぐ協働のまちづくり 
プロジェクト 

連携による持続可能な地域づくり 
プロジェクト 

①企業誘致推進事業 
②大規模商業施設誘致事業 
③起業支援事業 
④中心市街地活性化コミュニティ活動事業 
⑤伊達地域まちづくり活性化事業 
⑥雇用促進事業 

【再掲】保育職就労支援事業 

①農業後継者育成支援事業・就農支援事業 

②６次産業化推進事業 
③森林資源を活かした生業づくり事業 

④猪革プロジェクト事業 
【再掲】伊達田園回帰支援事業 

①地域自治組織推進事業（地域づくり計画策定支援） 

②地域自治組織推進事業（共助社会構築の推進） 
③支え合い交通構築事業 

④地域包括ケアシステム推進事業 
【再掲】ファミリーサポート事業 

①阿武隈急行沿線地域の広域連携と新たな観光資源創出 
 事業・公共交通等利用促進参画事業 
②地域公共交通網形成計画策定・推進事業 

【再掲】福島県北８市町誘客推進・ふくしま観光圏整備事業 

人口分析結果のポイント 

●死亡者数が出生者数を上回る自然減少 
 と転出者が転入者を上回る社会減少 
 （転出超過）が続いている。  
●進学、職業（就職）、結婚を主な理由 
 として転出超過が発生している。 
 
●特に若年層の女性の転出が多く見受け 
 られ、一度転出すると再転入しない傾 
 向にある。 
 
●合計特殊出生率は、平成22年の国勢 
 調査で県内最下位であり、現在もその 
 傾向は続いている。 

●人口減少問題への対策は、成果が現 
 れるまで中長期的な取り組みが必要。  
●過度な人口減少を抑制するには、若 
 者の定住を図り、結婚への希望が持 
 てる環境づくりが必要。  
●根本的対策には「雇用の創出」が必 
 要。  
●女性や若者が働きやすい雇用環境整 
 備が必要。 

                              

社会に貢献する人材育成 
プロジェクト 

①ＩＣＴ活用による学習活動充実推進支援事業 
②通学合宿体験活動事業 
③教育相談事業 
④障がい児保育費補助金事業 
【再掲】英語が溶け込むまちづくり事業 
【再掲】りょうぜんこどもの村リニューアル事業 
【再掲】子どもの未来応援ネットワーク事業 

地域特産を活かした産業振興 
プロジェクト 

想定している主な取組 

【概要版】 期間 令和２（2020）年度～令和６（2025）年度 

伊達市が目指す地域創生 

①だて婚活支援事業 

②伊達市版ネウボラ事業 
③伊達市子育て応援出産祝金支給事業 

④ファミリーサポート事業 
⑤養育支援訪問事業 
⑥子どもの未来応援ネットワーク事業 
⑦保育職就労支援事業 
⑧ワーク・ライフ・バランス推進事業 

【再掲】障がい児保育費補助金事業 

①シティプロモーション推進事業 
②英語が溶け込むまちづくり事業 
③道の駅管理運営事業 
④歴史を活用した地域創生事業 
⑤史跡整備保存活用事業 
⑥りょうぜんこどもの村リニューアル事業 
⑦福島県北８市町誘客推進・ふくしま観光圏整備事業 
⑧伊達田園回帰支援事業 
⑨移住・定住促進事業 
⑩ふるさと交流プロジェクト事業 
⑪空き家対策事業 

【再掲】生涯活躍のまち加速化事業 
【再掲】起業支援事業 

様々な交流による移住定住推進 
プロジェクト 

第２期 伊達な地域創生戦略 ～「せっかくどうも」が地域の合言葉～ 

①健康運動習慣化支援事業 
②だてな健幸ポイント事業 
③生涯活躍のまち加速化事業 

【再掲】地域包括ケアシステム推進事業 

１-１ 

１-２ 

１-３ 

２-１ 

２-２ 

２-３ 

３-１ 

３-２ 

３-３ 

健幸と個性が創る 

 活力と希望あふれる 

  故郷(ふるさと) 伊達市 

《将来都市像》 

○３つの基本目標 

○９つのプロジェクト 

①青少年育成市民会議団体支援事業 

②学校地域支援連携（スクールコミュニティ）推進事業 
③高校生伊達な〝ミライ”創出プロジェクト事業 

【再掲】シティプロモーション推進事業 

基本目標 

１．伊達にきてくなんしょ 

２．おらほの子育て日本一 

３．“せっかくどうもない” 

しごとをつくり、新しいひとの流れをつくる 

数値目標 

▼企業誘致と多様な新規起業により経済規模の拡大 
▼農林業における担い手の確保・育成 
▼魅力の発信の強化と様々な交流による 
  移住定住の促進 

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

▼結婚・出産・子育てがしやすい環境の整備 
▼社会に貢献する自立した人材の育成 
▼子どもたちが地域を知り、愛着を持つことが 
  できる機会の創出 

▼ 1人当たりの市民所得 
 2,422千円→2,495千円 

 
▼転入者数（５年間の累計） 
 7,325人→ 8,000人 

数値目標 

▼出生数（延べ） 
 ５年間で1,560人→５年間で1,600人以上 
 
▼ 20～39歳の人口 
 10,382人→▲３％以内に抑制 

生きがいをもって暮らす地域共生社会をつくる 

▼住み慣れた地域の中で、生きがいを感じながら 
  暮らすことができる地域社会の実現 
▼共助に支えられた地域社会の実現 
▼日常生活を支える公共交通網の整備、連携による 
  持続可能な地域づくり 

数値目標 
▼お達者年齢（健康寿命） 
 男：82.58歳、女：85.68歳→男：82.85歳、女：86.14歳 
▼伊達市に住み続けたいと思う市民の割合 
 78.1% →80.0% 


